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94.食事制限+レジスタンストレーニングによる減量
プログラムが骨量に及ぼす影響(運動器)































した。 DW群に対しては， RPE (rating of perceived 













も群間差がみとめられた (DR:十1.2土 3.2%.DW: 
-0.8土 3.1%)。全身管の骨密度は荷群とも有意に
減少したが，腰椎と挽骨の骨密度は有意に変化しなか
った。また騒音のOSIはDW群のみ有意に増加した。
{考察}本研究では食事制限に加えてレジスタンスト
レーニングを実践させることにより 従来よりも強く
除脂肪墾の維持を留ったむその結果 DR群の筋麓は3
ヵ丹後も維持されていたが全身の骨塩量や骨密度は有
意に減少した。また DW群も問機の結果を示した。
これまでの知見から， DR群の筋盤は維持され， DW群
の筋霊法減少することを予想していたが， DW群の結
果はそれに反するものであった。このため，筋量の変
化と脅還の変化の関連性について考察することはでき
なかったが，食事寄せ践に加えてレジスタンストレーニ
ングを実践させても，全身の骨量の減少を抑制できな
いことが示唆された。一方 腰椎や換骨の骨密度は維
持され，鰻脅のOSIはDW群では有意に増加したこと
から，部位によっては運動効果のあることが示唆され
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